「第3 のイタリア」の自立的経済発展と中小企業システム by 間芋谷 努
奈良産業大学『産業と経済』第 9 巻第 2 ・ 3 号(1995年 1 月) 51-69 
「第 3 のイタリア」の自立的経済発展と
中小企業システム
間苧谷 努
I はじめに
E 中小企業への世界的関心
m r第 3 のイタリア」への関心
(1) r三つのイタリア」と「第 3 のイタリアJ (周辺経済〉
(2) r周辺経済」研究の意味
(3) 周辺経済の機能的特色
W 地域経済の発展と中小企業
一一プラート (Prato) の例を通して一一
(1) 産地の存在
(2) プラートの生産組織
① 社会経済的背景
② 生産構造一一「統合モデル」から「分散モデル」へ一一
V 生産構造のフレクシピリティー
(1) 専門化の利益
(2) 企業間関係の利益
(3) 企業・労働者関係の利益
(4) 独立労働の役割
VI むすび
I はじめに
1970年代のはじめから15年にわたる不況にあえいでいたイタリア経済の立ち直りにあたって，
中小企業が果した役割は，極めて大で、あった。特に， r第 3 のイタリアJ (イタリアの中部・
北東部の諸州〉における中小企業システムのもつ生産のフレクシピリティーや手工業の自己革
新能力の発揮が，この地域の経済発展の軸となったという事実往:これまで主として北部三角
工業地帯の大企業のみに目を向けがちであったイタリアで，中小企業の活力やそのもつ高い適
応能力に対する評価を急激に高めることになった。さらに云えば，中小企業が経済発展や地域
(1) 間苧谷 努「イ夕日ア経済第 2 の奇跡と中小企業J (~産業と経済』第 4巻第 4 号， 1990年〉
(2) 間苧谷 努「イタリアにおける手工業の存続一一『第 3 のイタリア』における自立的発展の基礎的
条件をめぐって一一J (~産業と経済』第 8巻第 2 号， 1993年)0 cf.清成忠男『中小企業ノレネ γ サンス
一一市場経済の刷新と企業活動』第N部世界の市場経済と中小企業ルネッサンス第 l 章イタリアー一
伸縮的専門化の展開〈有斐閣， 1993) 
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開発に，イタリアではじめて重要な役割を果したとし、う経験は，イタリア国内のみならず，広
く世界の国々一ーなかでも，重化学工業化(大型技術に依拠した大規模大量生産型〉路線の発
展に限界を意識しはじめ，その打開策を模索しつつあった先進工業諸国一一の「関心」を強く
惹かざるをえなかった。
そこで，本稿では，このような意味で世界的関心の「的」となった「第 3 のイタリア」にお
ける自立的経済発展の経緯を，主として，この地域の中小企業中心の生産システムのもつフレ
クシピリティーに注目しながら，より具体的なケーススタディーを通して明らかにしたいと思
う。
ただ，周知の如く，イタリア経済の立ち直りは，単に，中小企業のみによるものではなく，
北部大企業の生産分散化策などの企業戦略による立ち直りに大きく依存しているという事実や，
1980年代後半期に入って，それまでその経済的地位を大きく伸ばしてきた中小企業の伸び率以
上に大企業のそれが，イタリア全体としてみると再び大きくなってきているとし、う事実を軽視
するものではなし、。しかし，ここで、は，これらの事実をふまえながらもなお， I第 3 のイタリ
ア」で，中小企業システムが， 1950年代から1980年代にかけてこの地域の経済発展を主導する
核であったという事実を重視して，その歴史的なりゆきや事実の推移を確かめておきたいとい
うのが，本稿のねらいである。
I 中小企業への世界的関心
「第 3 のイタリア」の中小企業システムを具体的に検証するに先だって，ここでは，まず，
中小企業への世界的関心のたかまりについて展望しておきたい。
周知のように，中小企業が問題として意識されはじめたのは，英国で工業化が開始されはじ
めた時期に，より進んだ資本制生産が一般化する過程で，主としてマニュファグチュア形態の
「より小さな企業」としてであり， I在立の合理性をもたないか合理性の小さな企業」として
であったという歴史的事実がある。したがって， 19世紀には，中小企業は，総じて，いずれ，
大企業によって，駆遂・淘汰され，消誠してしまうと予測されていた。
さらに， 20世紀に入って，先進工業諸国で重化学工業化・産業構造の高度化が進展する中に
あっても，なお中小企業が多数存続しているという事実に対しても，これを，中小企業の「残
存」としてとらえるとし、う意識が強く，しかも， I残存」している中小企業が企業としてもつ
「非合理性」が強調される傾向が強かった。いずれにせよ， 19世紀以来，重化学工業化・大規
模大量生産化が進展する過程では，中小企業は，そのもつ「規模の中小性ゆえに， 問題を持つ
(3) Giuseppe Turani, IJ Secondo Miracolo Italiano--1985-1995, Sper1ing & Kupfer Editori, 
1986 (間苧谷 努訳『奇跡の経済復興一一イタリア経済第 2 の奇跡』松籍社・ 1989年〉
(4) 間苧谷努「中小企業論J (W産業と経済』特別号， 1994) p.160 
(5 ) 中小企業の合理性を主張する見解(例えば， E' A ・ G ・ロビンソンの適正規模論〉もないわけで
はないが，主流はむしろ，中小企業非合理性論で、あったといえる(前掲拙稿参照)。
- 52-
「第 3 のイタリア」の自立的経済発展と中小企業システム
企業」として認識され，華やかに進展する重工業化路線を「光」とすれば，その「陰J の存在
として，世の関心を惹くことは，ほとんどなかったといえよう。
しかし，その後の重化学工業化の急激な進展とその成熟化の過程で，事態は大きく変化し，
中小企業への関心は，急速にたかまることになった。特に，重化学工業化の成熟期から知識集
約型産業構造への移行期(脱工業化社会への胎動期〉に入って，重化学工業化の方法や成果の
限界が徐々に明らかになるにつれて，重化学工業化への反省やそのもつ問題が明確化するなか
で，従来，関心の外であった中小企業への関心が，さまざまの角度からかなり急速にたかまる
ようになったので、ある。
これらの関心のたかまりを整理すると，一応次のようにまとめられよう。すなわち一一①重
化学工業化の進行過程で出てくる大規模大量生産体制のもつ問題・それへの反省をきっかけと
する中小企業への関心一一ー
@重化学工業化路線のもたらした寡占体制のもとでの市場硬直化現象に対して，市場再活性
化を進めるにあたって，自由競争体制のにない手として，中小企業の活力・競争力を再評価
する(例えば， 1930年代以降のアメリカでの考え方や，第二次大戦後のドイツにおける新自
由主義の中小企業評価がこれである〉。
@大企業生産体制下で進む労働の自己疎外からの開放を，中小企業生産体制に期待する(例
えば， E. F ・シューマッハーの Small is beautiful の考え方に代表される〉。
②重化学工業化の成熟期に，その推移のなかから生まれた中小企業への関心一一
@重化学工業化過程で，その「申し子」として登場した「中堅企業」を評価する(例えば，
中村秀一郎氏の見解〉。
@高度に進んだ下請生産体制を，産業相互依存関係を形成する「準統合(q uasi -in tegraｭ
tion) として評価する(主として， 1950年代以降に工業化を開始した発展途上国での評価〉。
③重化学工業型産業構造から知識集約型産業構造への移行期に，大規模時代が終ろうとする予
感に支えられて生まれてきた中小企業への関心一一
(i)D ・ベノレなどの予測する脱工業社会やシステム産業化の進展のなかで果しうる中小企業の
役割を重視する。
@日本のベンチャービジネス(清成忠男氏ほか〉やアメリカの新技術依存型企業 CNTBF=
N ew technology -based firms) のもつ中小企業の技術革新能力に期待する。
の中小企業のもつ経済発展への寄与能力や地域開発能力を評価する(例えば， A. バニャス
コのいう「第 3 のイタリア」における中小企業システムのもつブレクシピリティーへの注
目〉。
一ーなどがこれである。
ところで，これらのなかでも，第 2 次大戦後から近年にかけて注目度のたかいものを三つあ
げるとすれば，①日本の下請生産体制(前記②-@)，②アメリカの NTBF (同③-@)，③
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イタリア中部北東部の中小企業生産システム(③ーの〉ということになろう。
まず，第一の「日本の下請生産体制」への注目についてみておこう。従来，日本の下請制度
は，大企業による下請中小企業の支配(中小企業搾取〉の形態である一ーとの理解が，日本国
内では主流であった。しかし，先進国の側(例えば，フランス)で，下請制度を「準統合」と
してとらえ，これが，中小企業の「独立性自治性を形式的に保持させながら，前近代的部分と
近代化された部分との有機的な相互補完関係を確立し，経済の近代化を一層高め，国際競争力
を増強しようとするもの」であると認識されはじめると，事態は一変した。特に，発展途上諸
国が，非西欧・非白人・非キリスト教国である「日本」の工業化と高度成長に注目しはじめる
と共に，日本における下請生産システムの形成によって，大企業から中小企業への技術移転・
情報伝達がスムースにおこなわれ，これが，中小企業の潜在能力を高めて，大企業との産業間
相互依存関係をつくりあげたことが，日本のす速やい経済発展の重要な「鍵」の一つであると
みて，日本の下請生産体制に強い関心をょせはじめたのがこれである。
次に，第二のアメリカの新技術依存型企業 (NTBF) への関心についてみよう。重化学工業
化の進展により所得水準が上昇し，消費の高級化・多様化，さらには，市場の細分化が進んだ
アメリカで，必要資本量が相対的に小さく，大規模な販売，サーピス提供・研究開発が必須条
件でない産業部門や，産業が初期的・流動的段階にある場合に，技術革新の「にない手」とな
るのは，素早い意志決定・企業内の柔軟性・外部への高い適応能力・旺盛な企業家精神などの
「人的」側面にかかわる利益をもっ中小企業であり，この中小企業が手をつけた技術革新を，
豊かな資金力・技術蓄積・有能な人材などの「資源」関連の規模の利益をもっ大企業が引き継
ぎ，さらにこれを促進・完成させているという経験は，同じ時代の変化に直面しつつある多く
の先進工業諸国の「中小企業の革新性J に対する関心を，強く惹かざるをえなかった。
そして，第三のイタリアの例が，以下本稿でとりあげる主題に他ならない。
11 I第 3 のイタリア」への関心
(1) I三つのイタリア」と「第 3 のイタリアJ (周辺経済〉
イタリアでは，罵知のように，一圏内に，先進地域「北イタリア」と後進地域「南イタリア」
という「二つのイタリア」が並存し，その聞には，歴史的に根深い極めて大きな地域格差(一
人当り所得水準の格差〉があり，その特殊な地域構造の理解あるいは「南部問題 (Questione
Meridionale) J の認識なしには，イタリア経済の全体像を明らかにしえないと云われてきた。
しかし， 1969年以降，北イタリア主導の大企業を中心とする発展方式の限界が明確化し，さ
(6) 長谷川秀男「フランスの下請制と下請政策の新展開J (W商工金融』第27巻 7 号， 1977) 
(7) Rothwell, R. & Zegveld, W. , Innovation and Small and Medium Sized Firm一一Their Rola 
in Employment and in Economic Change--, Frances Pinter, 1982 (間苧谷・庄谷・太田・
岩田訳『技術草新と中小企業』有斐閣1987年〉
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らに， 1970年代前半に，北部大企業の大巾赤字経営転落が相いつぐなかで，従来，北イタリア
として一括して論じられていた「中部・北東部イタリア」が，大企業中心の「北西部イタリア」
とは別に，中小企業生産システムの形成による自立的発展を遂げたという事実が注目されはじ
めるとともに，従来の「北」と「南」という地域のとらえ方は，理論的にも政策的にも無力で
あり，イタリア経済を，その経済発展の歴史的構造的特殊性に着目して，三つの地域 =r三つ
のイタリア」に区分してとらえる方が，より現実的で、あるという考え方が登場することになっ
た。
イタリア地域構造の理解をめぐるこのような変化のなかで，イタリア中小企業研究の分野で
も， r三つのイタリア」それぞれの地域経済的特殊性のなかで中小企業をとりあげて，全体的
理解の手がかりたらしめようとする一連の研究業績が， 1970年代中期以降，あらわれはじめた。
まず，この方向での研究を精力的にすすめているA ・バニャスコによる地域経済についての
基本的な考え方をみておこう。彼は，発展モテ、ノレ・労働市場及び社会階層・生産の分散化の三
指標にもとづき，イタリア全土を，異なった社会構成をもった三つの地域一一北西部・中部北
東部・南部島部一ーに区分する。それぞれの地域を概観すると， r北西部」は，従来の「北イ
タリア」の中心部であり，彼の表現によれば， r中核経済 (economia centralめをなす，大
規模企業中心の経済である。生産単位の結合が典型的にみられる生産構造をもち，大規模な中
核企業をとりまいて多数の衛星企業が存在する。 r南部・島部j (従来の「南イタリアj) は，
「限界経済 (economia marginale) であり，地域からの影響を絶えず強く受けてきた地域で、
ある。少数の大企業と多数の手工業・小企業が相互に関連なく並存しており，経済の活力は極
めて乏し lハ。さらに， r中部・北東部」は「周辺経済 (economie periferica)j であり，手工
業や中小企業を中心として自立的発展を遂げ、た地域である。この地域は，新らしい三分法のも
とで，はじめて独立した地域としてとりあげられたので， r第 3 のイタリア(la Terza ltalia) J 
と呼ばれ，手工業を含む中小・零細企業からなる入りくんだ生産組織をもっているが，企業聞
の相互補完的関係は，はっきりと固定されておらず，時と共に変化している。発展の軸は二つ
あり，一つは「生産の特化 (specializzazione pr・oduttivo)j，他は「地域的集積(aggregazione
terri toriale) j である(第 1 図参照〉。
このように，三つの地域はそれぞれ異なった社会経済的特色をもっているが，これらの単純
な合計がイタリア的特色というわけではなく，むしろ，その相互関連のなかにそれは見出され
るべきであり，そのためにもまず，地域レベノレで、の産業構造や中小企業の分析が重視されねば
ならないとするのが， A. ノミニャスコの見方である。
(8) Bagnasco, A. , Tre Italie一一-La problematica territoriale dello svi1uppo italiano, il Mulino , 
1977. 
間苧谷 努「三つのイタリアと中小企業一一中小企業構造の地域経済的分析一一J (W中小企業季報』
No.3, 1982) 
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第 1 図三つのイ夕日ア
(2) í周辺経済」研究の意味
北西部
1 ピエモンテ
2 パレ・ダオスタ
3 ロンパルデ~7
4 リグリア
中部・北京都
5 トレンテ 4 ーノ・アルトアデ~ :l.巳
6 ペネト
7 7リウリ・ペネツ~7ジュリ7
8 エミリア・ロマーニャ
9 トスカーナ
10 ウンプリア
11 マルク
南部・島都
12 ラツ 4 オ
13 7プル7ツ 4 ・モリーゼ
14 カンIfーニア
15 プリア
16 1< ジリカータ
17 カラプリア
18 シチリア
19 サルデーとャ
これら 3 地域のうち，中小企業研究者達の関心を最も強く惹いたのは，大企業を中心に発展
してきた中核経済(ミラノ・トリノ・ジェノパの北部工業三角地帯を含む北西部)の周辺にあ
って，手工業や中小企業を軸として自立的発展をとげた地域 (í周辺経済」・「第 3 のイタリア」
=中部北東部〉であったのは云うまでもない。これは，わが国の研究者達が，昭和10年代以降，
「下請制工業」の問題を，わが国の中小企業問題を集中的にあらわしているとして大きく取り
上げ、たように，イタリアでは，この「周辺経済J (第 3 のイタリア)の中小企業が，イタリア
の中小企業問題を集中的にになっていると見られたからに他ならない。
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例えば， B ・コーリは，イタリア中部・北東部の中小企業は，ほとんどが軽工業部門に集中
し，そこでは，中小規模生産が適正規模に近いとみられるうえに，中小企業が，それ自身中核
経済を補なう一つのシステムを構成しているとして， í周辺経済」の中小企業に注目している。
彼によれば，この地域の中小企業は，北西部の工業三角地帯に近いという地理的特色のため，
過密の不利を蒙らずにその外部経済的利益を受けうる立場にある。これらは，最終消費財生産
指向が強く，国際分業という点からみて， í間隙的」生産をになっているが，資本集約度は，
北西部中小企業に比 L低く，新陳代謝の度合も大きい。加えて，これらの中小企業は，強い労
働吸収力をもち，成熟した技術と伝統的技能に裏打ちされた高品質の生産をおこなっており，
時として「超手工業企業 (super-artigianato)J と呼ばれている一ーと指摘している。
さらに，前記A ・パニャスコは， í周辺経済」は，市場構造としては極めて競争的であり，
生産の資本集約度も低く，大企業体制とは直接はつながりを持たぬ生産部門が中心であるとい
いう特徴をもっており，いわば「拡散型工業化J の一つの典型であるとしてこの地域に注目す
る。この地域の中小企業は，消費財中心の「伝統的」生産と，耐久消費財や投資財部門にみら
れるような「間隙的」生産をあわせおこなし、，近年の生産分散化の動き以前から根づよく存続
しているが，加えて，生産分散化の影響もさまざまなかたちで、現われてきている点が注目され
ざるをえない一ーというのである。
要するに，イタリア中小企業の多数存在をめぐって，イタリアでは，それを，①古い生産方
式の残存，②国際分業への依存，③生産分散化の進展ーーの三例面から議論される場合が多い
が，生産分散化の影響をうけつつ，伝統的生産や間隙型生産の再編成を通して，中小企業生産
が地域発展を支えた「周辺経済」には，イタリアにおける中小企業問題が集中的に現われてい
ると考えられたからであると云えよう。
(3) 周辺経済の機能的特色
そこで，中小企業が自然発生的に分業と協業をおこない，周辺経済の自立的発展の核となっ
ている例を実証的に検証したB ・コーリにしたがって「周辺経済」の特徴をみると，こ L での
中小企業は，互いに外部経済を生じるとともに，中小企業水準なりの規模の経済をえながら，
効率的安定的な活動をおこなっている。この場合，決定的な役割を果たすのは，①企業の地理
的隣接性(集積の利益)，②異なった最適規模の結合にもとづく規模の利益，③生産の分散化
である。
まず，企業が互いに隣接・集中立地していることによって，集積の利益が生じる。空間的隣
(9) Cori, B. , Le piccole e medie industrie in Italia--Aspetti territoriali e settoriali, Fondazione 
Agnelli Quaderno 34, 1979, pp.19 ,,-,20. 
(10) Bagnasco, A.,“Tendenza della piccola impresa e specifit? regionaleぺ Capecchi et al., 
La Piccola lmpresa nell' Economia Italiana, 1978, pp.139,,-,143. 
(11) Cori, B. , op. cit. , pp.24,,-,25 
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接によって，輸送費が節約され，すばやい情報の交換が実現し，これらのコストが減少しただ
け，企業の競争的地位は，他に立地する同規模の企業に比し有利となる。また，各生産段階ご
との分業とその協業によって完成品生産が可能となる場合，企業の柔軟性・効率性・行動の容
易さなど，中小企業のもつ典型的利点を残したまま，異なった最適規模が実現され，規模の経
済性をうることになる可能性が大きい。さらに，この地域に等しく存在する生産分散化によっ
て，家内労働・パートなどの利用を通して，労働費の大巾な節約が可能となり，前記三点にわ
たる特徴が，この地域での専門化・分業の進展，熟練労働の形成・蓄積，企業者精神の浸透，
ひいては生産性の上昇に大きな役割を果たしているといえる。いずれにせよ，中小企業は，特
化した地区に集中立地して「産地」を形成しており，個々の中小企業は，いくつかの企業の集
合体としての活動によって生ずる規模の利益と，個別企業としての中小規模の利益をあわせて
享受しているといえよう。
要するに， r周辺経済」では，先端的で、はなく成熟した技術と，低廉でフレクシブルな労働
によって，中小規模にふさわしい生産がおこなわれ，労働費の上昇と労働の硬直性の増加とい
う状況の変化に対しても，小さな企業規模層を強化して生産の分散化をはかることによって，
大企業体制をつくらず，それへの対応がはかられてきているところに，その特徴がある。信用
制度の不備・官僚組織の遅れ，不十分な企業家能力・基礎的調査や研究の欠如などの企業面で
のマイナス要因をかかえながらも，合理化・イノベーション・技術移転の十分な可能性をもち
つつ，あまりに古い伝統的生産は切り捨てながら，より近代的な生産にむかつているのが「周
辺経済」であり，いわば，資本主義的生産をおこなう中核部門と伝統的生産をおこなう限界的
部門の聞で，国民経済的役割を分担しているところに，その機能的特色があると， A. バニャ
スコは指摘している。
IV 地域経済の発展と中小企業
一一プラート (Prato) の例を通して一一
(1) 産地の存在
「周辺経済」において重要な製品差別化がおこなわれているものとして， トスカーナの繊維
・織布，マルケとトスカーナの靴，フリゥリ・ベネツィアとマルケの家具，ベネト・トスカー
ナ・ウンブリアの衣料，エミリアとウンブリアの食品・陶磁器等があげられる。しかし，この
地域全体や州レベルで、のデータは，この地域内に存立する中小企業の実態を実状にそくして適
確に示しているとは，必らずしも云い難い。なぜ、なら，既にみたように，この地域の中小企業
(12) Bagnasco, A. , Tre Italie, il Mulino, 1977, pp.185，，-， 187. なお，例えば， M ・ J ・ピオーレや
C.F ・セイベノレも，中小規模企業が核となる「拡散型工業化」を実現させた地域として， r第 3 の
イタリア」に注目している。 M.J. Piore & C.F.Sabel, ltalian Small Business Development; 
Lessons for U.S. Industry Policy, J.Zysman & L.Tyson ed. , American Industry in Internaｭ
tional Competition, Ithaca, Comell U.P. 1983, pp.391"-'421. 
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は，しばしば，極めて特化された特定の地区に集中立地している傾向があり，いわば「産地」
を形成しているからである。
要するに，周辺経済を形成する「第 3 のイタリア」に属する諸州は，そのなかに，いくつか
の「産地」をもち，その産地が，これら「周辺経済」諸州の発展の「原動力J，あるいは， I拡
散型工業化」の「核」となっている。第 2 図に明らかなように，これらの産地は，二分法によ
る旧「北イタリア」に広汎に分布しているが，なかでも，中部・北東部の諸州(第 3 のイタリ
ア〉を中心に集中的な立地を示しており，したがって，この「第 3 のイタリア」の実状を正確
にとらえるためには，これら「産地J についての個別的な実態の解明と，その地域経済に果た
している役割の分析が不可欠であるといえよう。
以下，本稿では，その作業のいわば第 1 段階として，これらの「産地」の一つで、あるトスカ
ーナ州のプラートを， C ・トリジリアの現状分析を通して検証し， I第 3 のイタリア」の実態
とその自立的経済発展の秘密を明らかにする「手がかり」としたい。
(2) プラートの生産組織
①社会経済的背景
毛織物産地として名高いプラートは， トスカーナ州の州都フィレンツェから北西約 20krn 
に位置し，プラートを中心とするカンタガルロ (Cantagallo)，カノレミニャーノ (Carrnigna­
no)，モンテムルロ (Monternurlo)，ポッジォ・ア・カイアーノ (Poggio a Caiano)，ベルニ
オ (Vernio)，パイアーノ (Vaiano) の 7 つの市町村からなっている。
1951年以降の30年で人口はほぼ倍増し (212， 000人)， 1985年の産業構造(就業人口別)は，
農業1. 2%，工業63.0% (就業者56， 000人のうち繊維産業約50， 000人)，第 3 次産業35， 8%であ
った。
プラートは，周知のように，硫毛生産の世界的センターであり， 1982年の硫毛糸生産は， 80 
万錘(全イタリアの63%，世界の約30%)，織機は 1 万3000台(全イタリアの約50%) に達し，
1985年のこの地区の出荷額は約 5 兆リラで、あった。その60%が輸出され(イタリア繊維輸出の
20%以上)，主要輸出国は， ドイツ・フランス・イギリス(約64%=1985年)，アメリカ(15%)，
輸出額は 3 兆リラを超えていた。
プラートの第 2 次大戦後の発展はめざましく， 1951年'"1981年の聞に，繊維産業の従業者
数は， 2 万1000人から 4 万8000人(うち手工業者 2 万1000人)に，同企業数は， 750 から 1 万
1000企業(うち手工業9， 000) へと，ともに急増しているが，この結果，当然、のことながら，
企業の平均規模は，この間， 28， 0人から4.4人へと急激に縮小し，従業者規模10人以下の企業
割合は90%，同 3 人以下が70%に達している。
(13) Carlo Trigilia, Il distretto industriale di Prato, Regini, C. e Sabel, C.F. ed. , Strategia di 
Raggiustamento Industriale, il Mulino, 1989. 
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一人当り可処分所得は全国平均をこえ (830万リラ・全国750万リラ)， 1950年代から 1981年
まで完全雇用水準にあったが， 1982年以来，求職登録者数が増加し， 1986年で6， 000人となり，
公式の失業率は，同年8.9% (全国10.6%) であった。
ところで，この概観から明らかになるのは，この地区の高い成長と硫毛の製糸・織布分野へ
の特化，さらには，多数の中小・零細企業がそれぞれ生産工程の一部に専門化するかたちで、分
業が進展している生産組織などである，と指摘した c. トリジリアは，こ斗で注目されるのは，
このような生産組織の背景をなすプラートの社会構造であるとする。すなわち，労働者階級は
中小企業層に集中的に雇用されているが，それは，工業従業者の56%に過ぎず，工業企業者の
比率が 5% と相対的に高いうえに，独立労働者(家族従業者に支えられた手工業者)が25% も
存在しているのがこれである。全就業者との比率でみても，プラートの工業部門の独立労働者
比率は， 1971年19%， 1981年16% となっており，同年手工業者の多いといわれているトスカー
ナ州でのこの比率 8% (全イタリア 5%) をはるかにこえて，手工業者が多数存在していると
ころに，プラート生産組織の特殊性がある。
②生産構造一一「統合モデル」から「分散モデ、ル」へ一一
プラートの工業化は，他の中小企業地区より早く，特に二大戦聞に強化されたが，この期間，
支配的であったのは，自らの工場内に異なった生産局面を集中させる製毛工場であり，いわば，
中一大企業による「統合的生産モデ、ノレJ であった。
なぜこのような生産形態をとっていたのかの理由は，当時のプラートの生産専門化と販路
(市場)の状況から説明されうる。今世紀はじめから，プラートは，古着などの利用による再
生羊毛生産に向かっていたが，このような原材料使用は生産量を著しく限界づけるとともに，
主力製品は，低品質で， くすんだ色調の毛布・ラシャ・かたかけなど主として男性用の標準化
製品が中心であった。しかし，これらの標準化製品は，かなり安定した市場と結びついており，
大英帝国の国々(特に，インドや南アフリカ)にその多くが輸出されていた。そして，この製
品の標準化と英国の仲介による市場の安定性は，結果として，産業集中と「統合モデ、ル」を有
利にしたというのがこれである。
(14) Ibid. , pp. 284，...._.286. プラート地区における工業企業者と手工業者は，大巾に増加したが，その多
くが，同じ部門・同じ地区での職業経験をもち，さらに，社会的出自は， r中の下」または「下層」
からで、あった。そして，依然として，これらの人々の強い家族的・地縁的結びつきがこの地方経済で
大きな意味を持ち，労働者一企業者・手工業者，さらには，企業者や手工業者同志の関係に大きな影
響を及ぼしている。なお，政治的サプカルチャーとして注目されるのは， P C 1 (イタりア共産党〉
が，中小企業に基礎をおく工業化の進行とともに，その地位を強化してきた事実で、ある。
(15) このような流れのなかで，かつて，プラートに存在した生産組織の中心的存在であった「インパナ
トーレくimpannatore>J (市場と直接つながって受注し，製糸，織布，染色，仕上げなどの各段階
の専門中小・零細企業くimprese terziste>に委託生産させた製品を販売する役割をになっていた〉
の地位は，急激に低下せざるをえなかった。
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このような状況は，第 2 次大戦後，大きく変化し，戦後まもなく，伝統的モデルは危機に瀕
したが，それは主として，伝統的販売市場が減少したためである。これに加えて，(1)多くの企
業が戦争によりかなりの被害をうけた，@機械の陳腐化が進んだ，の1948年以後政府政策の影
響で金融上の困難が大きくなった。@地方レベルのPC 1 (イタリア共産党〉の影響力で工
場での労働組合勢力が強化された一一等の諸要因によって，かなりの企業の閉鎖と， 4, 000'"'-' 
6， 500人に及ぶ解雇をともなう雇用調整を通して，産地の再編成が1949年から1950年にかけて
始まったのである。
この過程で，統合モデルのにない手であった企業の多くが倒産し，閉鎖にまで至らなかった
企業群も，従業員の解雇を通して規模縮小を余儀なくされ，そのなかで，豊富な経験と技能を
もった労働力が，かつての中・大企業をはなれ，繊維産業なかでも織布業を中心とする個別的
局面に特化して，親企業 (azienda madrめからの委託労働・委託生産をおこなうことにな
る。いわゆる「テルツイスタ(le imprese artigiane terziste)J の再生である。これらの独
立労働者(手工業者〉は，かつて統合されていた生産段階の個別的生産を，多くの場合， 2'"'-' 
3 名の家族労働者とともに，自らの住居内で，中・大企業の中古機械(購入あるいは賃貸〉を
利用して，分散的に担当することになったのがこれであり，この意味で，この分野への参入障
壁は，かなり低いものであった。
このように，かつて統合的に生産されていた各段階の生産を分散的に担当して，委託生産を
おこなう「テルツイスタ」の登場による分業化の進展とともに，さらに注目さるべきは，これ
らをとりまとめて，完成品生産・販売をおこなう「インパナトーレ(impannatore)J の役割
が再び大きくなったことである。この時期，その数は急増したが，その主流は，それまでの製
毛工場の後継者や従業員を中心とする新企業者であった。かれらは，市場と直接的なつながり
をもち，原材料から完成品にいたる全ての生産のコーディネーターとしての役割を果たしてお
り，直接の生産工程は，各専門工程に特化したテルツイスタが，インパナトーレの委託によっ
て担当する一一これが，この産地の生産組織として，新しい状況に対応すベく登場した「分散
的生産モデル」である。かくして，この「インパナトーレ」は，この地区の市場関係を独占化
し，より高度な品質，色彩豊かな製品の生産によって，女性市場に接近し，プラートの生産は，
流行品生産の方向をとることになった。
ここでは， r生産分散化」は，かつて大企業による低労働費の利用を主たるねらいとしてい
たのとはことなり，この地区の企業の特殊な分業にもとづく， íフレクシプルな生産システム」
の形成につながっている。要するに，約400にのぼる「インパナトーレ」は， 市場で受注し，
域内のさまざまの段階の工程に専門化した「テルツイスタ」に生産を委託して，出来るだけ敏
速に，しかも廉価で，最終製品を入手するという柔軟な体制をつくりあげたので、あった。なお，
「テルツイスタ」には，工業企業としては約 800社(平均従業者規模25名〉あるが，手工業テ
ノレツイスタは7， 000 (平均規模2.5名〉をこえている。
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V 生産構造のフレクシピリティー
(1) 専門化の利益
プラートが，大きな環境条件の変化にもかかわらず， I産地」として，その変化に適応しえ
たのは，変化の激しい流行の影響下で大きく変動する市場での需要変化へのすばやい適応能力
をもちうる「生産構造」として， I分散的生産モデノレj = Iフレグシプルな生産システム」を
選択した結果であった。
このような「生産構造のフレクシピリティー」の構成要素として， C. トリジリアは，次の
三点をあげている。すなわち，①専門化の利益 (Economie di specializzazione)，②企業間
関係の利益 (Economie di transazione relative ai rapporti tra imprese)，③企業・労
働者関係の利益 (Economie di transazione nei rapporti tra imprese e lavoratori) が
これであり，これらは，互いに密接に関連しているが，それぞれ，いわば「集積の利益 (Eco・
nomie di agglomerazione)j の示す異なった様態であると考えられよう:
まず，専門化の利益についてみよう。プラートでは，既にみたように，限られた数の最終製
品取扱い企業のみが市場との直接的関係を持っているが，その他，一定の生産のある局面や部
品に専門化した多数の小規模企業が，その下請・外注業者として操業しているというかたちの
高度な分業が達成されており，この多くの企業のプラートへの集積が，専門化の利益を生み出
しているといえよう。
生産工程が，技術的にいくつかの異なった局面に分解でき，需要が不安定で細分化されてい
る部門では， I垂直的分化 (disintegrazione verticale)j は，市場状、況への適応に好ましい
(1の
条件となる。ピオーレとセイベルが“flexible specialization (フレグ、ンプルな専門化)"と
よんだプラートの状況は，企業が，標準化されていなし、小ロットの生産をおこないうる機械を
採用し，しかもその機械を，多くの委託者からの発注によって高度使用することによって規模
の経済をうることが出来るところから生じたものである。他方，プルスコが指摘するように，
各生産局面に専門化した企業の下請・外注市場が発達し，それが，プラートにおける技術的組
織的イノベーションと絶えざるコスト削減への刺戟となっている。
いずれにせよ，専門化の利益が意味をもちうるためには，たえざるイノベーションが不可欠
(16) lbid., pp. 290""'298. なお，①は経清学的分析になじみやすい性格のものであるが，②及び③は，
どちらかというと，社会学的な性格をもっている。
(17) Piore, M. J. & Sabel, C. F., The Second lndustrial Divide, New York, 1984. なお，清成
忠男民は，これを， ，伸縮的専門化J (前掲書)，岡本義行氏は， ，弾力的特化J (，イ夕日ア中小企
業の盛衰から学ぶ一一繊維の町プラトー，再生への挑戦」エコノミスト 1990年11月 6 日〉と呼んでい
る。
(18) Brusco, S. , Small Firms and lndustrial Districts: the Experience of Italy, D. Keeble & 
Weber, E. ed.,“New Firms and Regional Development in Europeヘ Cro'om Helm, London, 
1986. 
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である。プラートでのイノベーションは，最終製品企業側からの継続的な情報伝達と刺戟に支
えられた各段階の生産者が，機械の供給者と密接に協力しておこなう一連の部分的小イノベー
ションのつみ重ねとして実現し，それが，この産地の生産体制のどこかで一度うまく採用され
るや，このイノベーションは，専門化した企業の集積地としてのプラートの模倣的拡散的メカ
ニズムにのって，全域に急速に伝播してきたのが，この時期の産地としての成功につながって
いる一ーとトリジリアは指摘してし、る。
(2) 企業間関係の利益
プラートは，産地をめぐる厳しい環境変化への適応を，以上みてきたように，高度に専門化
した分業を通して実現しようとしてきた。しかし，この際，この適応を成功させるためには，
この分業にかかわる多くの企業の聞の調整が不可欠であるのは云うまでもない。企業聞なかで
も委託主企業と下請・外注企業間の取引 (transazione) にあたって，ありうべき衝突をさけ，
高品質な生産を維持しながら，市場の変化に素早ゃく対応するためには，両者間の協力が必要
なのである。
「企業間取引の利益 (economie di transazione)J は，市場との関係で生じる企業聞の調整
と，衝突を少なくする能力によってもたらされる。これは産地の全体的フレクシピリティーを
生みだす市場利用コストの削減にもかかわる問題である。この「利益」は，この地区内にある
特別な資源的風土的特色から生ずる「集積の利益」の一種であるが，その特色とは，この地区
内企業を互いに結びつける「信頼関係 (rapporti fiduciari)J の広汎な存在をさしており，そ
れは，重大な経済的効果をもってはいるが，それ自身必らずしも経済的性質のものであるとは
云いえない。
この信頼関係は，委託主企業と下請・外注企業聞の知識・情報の交換に役立ち，複雑な公式
的契約の費用を削減し，両者聞の取引上の力関係からくる不均衡や搾取によって生じる潜在的
紛争をへらし，両者間の取引関係を安定させる役割を果す傾向がみられる。
プラートの最終(製品製造〉企業は，需要変化への対応のために，広汎な一時的下請企業を
利用してはいるものの，より強く信頼関係で結ぼれたより安定的な一定数の下請・外注業者の
グループをそれぞれが持っているのが普通である(これら「テルツイスタ」の中核となるグル
ープは，ほとんどの場合，血族関係や地縁的友人関係を中心として構成されている)。 最終企
業は，そのグループ内の業者に対しては，機械購入資金の供与(時として個人的必要のための
融資もある〉をはじめ，需要変化や季節性を排除する一定量の発注を保証するインフォーマル
な契約締結にいたるまでの巾広い便宜を与えるが，反面，受注者たるテルツイスタ企業は，受
注にあたって，委託者側による品質や納期についての特別な要請に応じる努力を必要としてお
り，そのためには，委託製造・加工にあたって，彼らが自ら高度なフレグシピリティーを維持
しうる体制を絶えずもっていなくてはならないことを意味している。
-64-
「第 3 のイタリア」の自立的経済発展と中小企業システム
このような信頼関係の広汎な存在は，この地域の文化的社会的歴史的特色によるところが大
きい。全体的な血縁性・共通の地縁的文化・個人的つながりに加えて，限られた地区に集中立
地していることが，企業聞の相互理解と人脈的連携をつよめていると云えよう。
なお，この信頼関係を間接的に支える制度的要因として，調整的機能をもっカテゴリー別の
協同組織の果す役割も見逃しこないところであぎ:
(3) 企業・労働者関係の利益
以上，プラート「生産構造のフレクシピリティー」の構成要素として，専門化の進展と，円
滑な企業問調整・協力について検討してきたが，このいずれもが，最終的には，質的量的な労
働の高いフレクシピリティーを前提としているという点は注目にあたいする。すなわち，標準
化されていない生産の遂行にあたっては，フレグシプノレな機械の採用・導入とともに，労働者
の側で，労働の質的対応能力(細分化された工程への熟練のたかまり〉が必要であり，さらに，
変化の激しい需要への対応の早さは，より高度で非連続的な労働のリズムや企業間移動を可能
にする量的タイプの高いフレクシピリティーを前提としているというのがこれである。
この点に関して，プラートの生産体制で注目されるのは，①総労働時聞が，標準労働時間よ
りも約20%ながい，②1970年代労働者は少くとも平均 3度仕事をかえている一ーという事実で
ある。要するに，これはプラートでは，企業が，総労働時聞が長く，企業間移動の多いくこの
意味でフレクシプルである〉労働を，ありうべき紛争を少くする方向で調整しつつ調達しうる
可能性を持っている状況を示す資料であると見られよう。さらに云えば，この総労働時間の長
さと企業間移動の多さが，企業当事者間で調整され，その基礎の上に，労働者側の高い協力的
態度がこれに加わって， íプラート生産構造の高いフレグシピリティー」が実現したと考えら
れる。
ところで，この協力的態度は， í生産の社会化 (socializzazione manifatturiera)J の進
んだこの地域の社会的背景のなかから生まれているとみられる。これは，地域住民が，地域社
会・家族の一員として，極めて若年から，深く生産活動にかかわっている状況を示しており，
このような社会的環境のなかで，住民の一員として，その役割が企業者であれ労働者であれ，
生産活動に積極的に参加することが，社会的慣行であるという社会的風土が存在するからに他
ならない。
(19) とはいえ，このような要請にこたえられなかったり，産地の下請市場一般からみて競争力を持ちえ
ていないと判断された場合は，この信頼関係にひびが入り，発注企業は，他のテルツイスタに切りか
えることを考えるのは云うまでもない。 (Trigi1ia C., op. cit., p. 295) 
(20) 例えば，プラートでは，工業組合と手工業者組織の間で，さまざまの加工料金についての契約があ
るし，家内労働の工賃についても，労働組合組織との聞で協定が結ぼれる場合がある。これらの協約
は，工程の多様化などの近年の変化のなかで困難になってきている面もあるが，このようなメカニズ
ムの存在そのものが，信頼関係を間接的に支える要因であったことは見逃さるべきではないと思われ
る。
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さらに， í生産構造のフレグシピリティー」との関係で注目されるのは，この地域での「家
族 (famiglia)J の役割である。 í家族」が重要であるのは，単に，生産の社会化のためのみ
ならず，それが，フレグシブノレな労働を可能にする「物的(経済的)支柱」となっているから
である。すなわち，家族的紐帯のつよいこの地域では， í家族」全員は，その構成員がさまざ
まな労働に従事してえられる収入の総計である「家計」によって維持されているために，個々
の家族構成員は，たとえ一つ一つは，生存水準以下の低い賃金・報酬であっても，労働に参加
することが家計の拡大につながるという意識があるために，臨時労働や時間外労働にも進んで
参加し，企業間移動も比較的容易におこなう傾向がつよいのがこれである。要するに，この地
域では， í家族」はその構成員の個別収入の総計としての「家計」によって支えられ，それが，
一方で，結果として，低賃金労働の供給基盤を形成すると共に，他方，生産の量的フレクシピ
リティーを生みだす役割を果たしていると考えられる。
但) 独立労働の役割
「プラート生産構造のフレグシピリティー」は，以上でみたように，最終的には， í労働の
フレグシピリティー」に大きく依存しているが，この点で，自ら独立して創業する熱望をもち
ながら労働に従事する傾向が極めて強い(企業家精神旺盛な〉プラート住民の気質との関係で
(21) 
注目されるのは，独立労働(lavoro autonoma) の果す役割である。特に，プラートでは，独
立労働の成長可能性(機会〉が他地区より高く，現実に， N(2)で指摘したように，この階層の
比重も，他地区より大きいという事実からみて，この独立労働の動向は， í生産構造のフレグ
シピリティー」に，大きな影響を及ぼしていると考えられる。
プラートに独立労働(手工業〉が広汎に存在しえている理由としては，①「統合モデノレ」の
崩壊が，家族的特色をもっ手工業的な小活動をはじめる機会を提供し，さらに，②この地区に，
典型的な「生産の社会化」によって強化されるかたちで，職業的自立化の傾向が持続化したか
らである。しかし，さらに決定的な要因としては，③長期にわたって，手工業テルツイスタ
(独立労働による受注生産〉の分野への参入障壁が非常に低かったという事実があげられよう。
すなわち，独立労働をおこなおうとする者は，独立当初は，発注者側から借入するか，金融援
助によって購入した中古機械を使用し，自らが既に繊維部門で蓄積した職業的熟練を生かして
生産・加工をおこない，さらに，その際，自分自身の労働のみならず，家族構成員の労働の全
部ないしは一部を投入することによって，中核家族の労働を極大化することが，極めて容易で
あったからである。
このように自立化した独立労働の登場と定着によって，量的局面にかかわる労働のフレグシ
ピリティーは大きく高まった。なかでも，労働が家族構成員にも分担されることによって，
「労働時間」はトータルとして増加し，家族レベルでの所得水準を向上させるとともに，家族
(21) Trigilia C., op. cit. pp. 298--301. 
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を離れては所得を生み出し難い若年者・女性・高令者などの家族的資源が生産活動に利用され
る可能性を増大させることになった。
ところで， 1950年代後半から1970年代前半にかけての約20年間，独立労働(手工業〉部門が
著しく成長するなかで，技術力や生産性という点で，部門内部の同質性が非常に大きくなって
きた事実は見逃さるべきではない。この間，手工業の独立した職業的熟練と労働のブレクシピ
リティーが，この産地の発展に大きく寄与したのは云うまでもない。そして，独立した手工業
の多数存在とその結束力の強さ，さらには， r同質化」の傾向によって，この産地の加工質を
めぐる定期的な団体協約のメカニズムがっくり出されたといえ雪:
しかし， 1970年代後半以降，状況は変化しはじめた。この頃以降になると，この産地にも，
企業グループの形成と国定化の動きが出てくるなかで，生産設備の近代化過程がはじまり，そ
の影響は，手工業部門へも拡がりはじめたのがこれである。発注企業によるイノベーションへ
の刺戟の強化と信用依存度のたかまりによって，工業企業側は近代化促進の方向に向わざるを
えなかったが，手工業部門も，その流れに追従する過程で，その内部の多様化=異質化をひき
おこすことになった。要するに，手工業部門は全体としてその企業数をへらしながら，①新機
械導入・規模拡大・生産性向上など合理化の成果をえた企業と，②コスト引下げ能力や量的フ
レクシピリティーの能力に依存する企業とに分化する傾向が強まったのがこれであり，その結
果，最終企業の多くが，工賃の団体協約締結を，テルツイスタ企業の生産性の聞きを理由に拒
否する例が出ることになった。
しかし，それにもかかわらず，今日もなお，手工業の従業者は，プラートの繊維部門従業者
の約40%をしめているという事実は重要である。事業者(独立労働者〉と家族従業者のほか，
約4， 000人の労働者(ほぼ30才以下の女性)，さらに，主としてメリヤス部門で働く約3， 000人
の家内労働者を加えると，労働の質的量的フレクシピリティーの独立労働への依存度の継続的
な高さが理解されよう。なお，独立労働への移行の機会が特に高く維持されてきたという事実
は，一般労働者の労働への参加の状況にも影響を及ぼし，長い労働時間や時間外労働を許容し
て，労働の高いフレクシピリティーの実現に間接的に寄与している事実にも， c. トリジリア
は注目している。
(22) 団体協約締結にあたって，手工業カテゴリーの組織である CNAやCGIAの役割は重要で、あった。
(23) 1975年'"'"'1985年の聞に，プラートの手工業企業はかなり減少し特に，織布部門でのそれは約30%
におよんだ。しかし，反面，産地としての技術進歩はいちじるしく，近代的織機の採用企業は，この
10年で約 3倍の75%に達し，新機械の導入は， 1976年'"'"'1980年に集中している。なお，伝統的織機は，
小さな手工業企業が主として使用し，その平均従業員規模1. 65名，織機 2 台未満であるうえに，事業
者の高令化が顕著であった。
(24) C. トリジリアは，労働のフレグシピリティーが生じる要因ないしは根源の 1 つを「独立労働」に
もとめ，そこでの「家族」としての長時間労働化や高収入化の傾向を明らかにするにとどまらず，そ
れが一般労働者の労働移動の傾向を助長することを通して，フレグシピリティーの高まりに間接的に
貢献していると主張している。
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VI む す び
以上，本稿では， 1950年代はじめから1980年代はじめにかけての「第 3 のイタリア」の自立
的経済発展を支えたものが，この地域の「フレクシブ、ルな生産構造J (分散型生産モデル〉を
生み出した「中小企業システム」であったことを明らかにしてきた。
まず，イタリア経済にしめる「第 3 のイタリア」の役割が重視されるに至った経緯をとりあ
げた後に，特に，個別的産地分析の対象として繊維産地プラート地区をとりあげ，その実態の
分析を通して，次の諸点を確認した。すなわち一一
①この地区の「産地」としての発展は， 1950年前後のはげしい環境変化への対応にあたって，
中小企業・手工業(独立労働〉を中心としたフレクシプノレな生産システム(分散型生産モデ
ノレ〉を形成することによって可能となった。
②その際，中心的役割を果したのは， íインパナトーレ(impanna tore) J と「テルツイスタ」
(terzista) の関係の再生による対応であった。
③「インパナトーレ」は，市場開拓，マーケティング活動・販売促進に専門化し， íテルツイ
スタ」は，かつて統合されていた生産過程を垂直的に分化させた生産の各段階に，それぞれの
職業的熟練を生かしつつ専門化ししかも， íインパナトーレ」の指揮のもとに，基本的には
「信頼関係」に結ばれた両者間の協業が，少くとも， 1980 年代はじめまでは，弾力的に維持さ
れてきた。
④このような状況は， 1970年代中期以降，重化学工業化路線のもつ問題の解決を求める先進工
業諸国の学者からも， í自exible specializationJ として注目されはじめた。
⑤専門化の深化と，円滑な企業間関係を通して生み出される「生産のフレクシピリティー」は，
最終的には， í労働のフレクシピリティーJ に依存している。
⑥その際，住民の多くが生産活動に参加しているこの地方の文化的メンタリティー(生産の社
会化や企業家精神の広汎な存在)が重要な役割を果しており，それが，労働者にとって，長時
間労働や時間外労働に耐えうる精神的風土を形成しているとともに， í家族J を核とする生産
活動への参加が，低賃金基盤を提供しているという事実も加わって，この地方の労働のフレク
シピリティーをたかめるのに役立つてきた。
⑦フレクジプルな生産構造の形成にあたって，独立労働の果した役割も大きく，特に，家族構
成員の労働参加による労働時間の増加などが，労働の量的フレクシピリティーを高めてきた
一ーなどがこれである。
(25) なお，ここでは十分検討Lえていないが， í生産のフレクシピリティーJ，ひいては， í労働のフレ
クシピリティー」維持にとって， í労働組合」や「地方自治体」の果す役割も大きい。例えば， 1950 
年代以降，労組の力が弱まっていた時期には，労働のフレクシピリティーは，企業一労働者間の個別
的契約に依存していたが，その後の労組勢力回復期にも，労働側の基本的な協力姿勢が，労働のフレ
クシピロティー維持に，大きく貢献してきた。
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ところで，ここで要約したような「フレクシブルな生産構造」の維持によって， 1950年代-
1980年代初期を通して順調な発展をみせてきたプラート地区も，それ以降の時期に入って，大
企業体制が急速に復活期をむかえはじめ，さらに， ドル下落などの国際的環境の変化の影響も
あって，以下に示すように，従来までの成長力を失いはじめた。すなわち一一一
①専門化の進展は，企業の技術革新能力の発揮によって維持されてきたが，産地として，0)イ
ノベーションの核となる熟練労働者不足の傾向，さらには，@イノベーションの結果おこなわ
れた生産合理化が，かえって，その後の企業者の草新意欲を低下させる傾向が明らかとなった。
②世界市場での競争力強化のために， iインパナトーレ」は， i多品種化」・「高品質化」の
戦略をますます強化することになった。そのために，原材料段階でも，従来使用していなかっ
た木綿・麻・化学繊維など多様化した原料の導入をはかったが，市場の成熟・経験不足などに
よりプラート製品の競争力が，かえって失なわれる結果となった。
③さらに，競争力強化のために，半製品輸入を増やし，その加工・仕上げをおこなって，最終
製品として従来とことなった産業用家具用織物などを輸出する傾向が強くなり，逆に，従来の
硫毛生産部門で、生産性の上昇をつづけることが困難になってきた:
④インパナトーレの戦略的要請に応えるために，たしかに，産地としてのイノベーションはか
なり進展したものの，その結果，新鋭機械を導入Lて合理化をはかったテルツイスタと，在立
の条件を，低労働費による低コスト生産と，労働の量的フレクシピリティーのみに求める企業
とに，二極分化する傾向が強まり，いずれの道も選べなかった企業は，撤退を余儀なくされ，
1986年には， 25'"'-'30%の企業倒産がみられた。
⑤労働組合運動の基本的目的である労働条件の改善の方向と，産地としての生き残りをかけた
フレクシピリティー維持のための基本的方向が，しばしば一致しえなくなり，特に，近年，労
働費上昇傾向が一般化するなかで，企業の連合組織と労働組合との関係の調整・修復の必要性
が大きくなった一ーなどがこれである。
以上の変化のなかで，産地としてのプラートの生産構造は，その多くの利点を失なう危機に
瀕しており，その再編成をせまられているのが現状である。今後の企業者・労働者・それぞれ
の組織・地方自治体の対応が注目されるところである。ここで明らかにされたプラートの「フ
レグシブルな生産構造」の動向一ーその成功と問題化の兆し一ーは，近年わが国でも注目され，
政策的にも期待を集めてきている，専門的中小企業相互の iflexible specializationJ のー形
態としての「異業種交流」の問題や，各地の「地場産業」の問題一一特に，産地問屋と中小製
造業者の関係一ーなどを考えるうえで，一つの貴重な資料を示していると思われる。
(26) Trigi1ia. C., op. cit. pp. 321 ,,-,327. 
(27) 岡本義行「前掲論文J 101"-'102頁。
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